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◆事業報告 

Ⅰ．庶務事項 

１. 理事会および評議員会の開催 

・第１２８回理事会 

令和７年６月３日１３時３０分より第１２８回理事会を五島美術館本館集会室にて開催し、

下記の議案を審議、可決した。 

令和６年度事業報告ならびに収支決算等について 

監事１名の辞任に伴う候補者選任ならびに推薦について 

責任限定契約の締結について 

定時評議員会の開催について 

 

・第１１８回評議員会 

令和７年６月１８日１５時より第１１８回評議員会（定時評議員会）を五島美術館別館講

堂にて開催し、下記の議案を審議、可決した。 

令和６年度事業報告ならびに収支決算等について 

   監事１名の退任に伴う監事１名の選任について 

   理事の報酬について 

    

・第１２９回理事会 

令和８年３月６日１１時より第１２９回理事会を五島美術館本館集会室にて開催し、下

記の議案を審議、可決した。 

   令和８年度事業計画書ならびに収支予算書等について 

   評議員会の開催および招集について 

 

・第１１９回評議員会 

以下の議案について評議員全員の同意を得たので、令和８年３月１４日付にて第１１９

回評議員会として可決した。 

令和８年度事業計画書ならびに収支予算書等の承認について 

 

２. 官公庁への届出 

・第１１８回評議員会決議事項 令和６年度事業報告、収支決算 内閣府 

・       〃           監事の変更 内閣府 

・第１１９回評議員会決議事項  令和８年度事業計画等の提出 内閣府 

 

３. 寄附金、助成金受領等 

令和７年度について受領した寄附金、助成金等は以下の通り 
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（１）一般寄付金 

・令和７年 ５月３０日 東急株式会社より ９０，０００，０００円 

・令和７年１１月２８日 東急株式会社より ９０，０００，０００円 

（２）助成金 

「小倉色紙 伝 藤原定家筆」１幅の保存修理事業に対し、文化財保存修復事業 

助成金として（２カ年計画の２年分として）全額受給 

 公益財団法人三菱財団より  ２，４８０，０００円 

（３）受贈美術品（金額は評価額） 

・令和７年７月２７日 古渡り更紗手鑑１帖  ２，０００，０００円 

・令和７年７月２７日 更紗尽
さらさづくし 

縫 合
ぬいあわせ

紙入
かみいれ

１点 １，２００，０００円 

・令和８年３月１７日 楷行書易経之
かいぎょうしょえききょうの

語
ご

１点 ４５０，０００円 

 

４. 設備投資等(表記はすべて消費税込み) 

（１）設備投資等総額 １２，２３０，７９４円 

・令和７年５月３１日 事務所内ルーター新設 １，０４５，０００円 

   発注先 カントー 

・令和７年６月３０日 従業員トイレ電気温水器交換 ７１５，０００円 

発注先 東急プロパティマネジメント 

・令和７年７月３１日 本館雑排水槽ポンプ交換 ９９０，０００円 

発注先 東急プロパティマネジメント 

・令和７年７月３１日 ダイヤル錠傘立 ２台 ６３３，２０４円 

発注先 モノタロウ  

・令和７年７月３１日 AED 一式（更新） ３２４，５００円 

発注先 フクダ電子 

・令和７年９月３０日 事務所内空調集中リモコン更新 ９３５，０００円 

発注先 高砂熱学工業 

・令和７年１０月３１日 Wi-Fi 基地局設置工事 ２，５８４，８９０円 

発注先 カントー 

・令和７年１２月３０日 茶道具 ２，８０３，２００円 

           無地刷毛目茶碗 

 十五代坂倉新兵衛作 萩茶碗 ２点  

 加藤亮太郎作 黄窯変茶碗「天地」  

               ほか  

   発注先 坂倉新兵衛ほか 

・令和８年２月１日   古典籍 明恵
み ょ う え

自筆光明真言土沙
こ う み ょ う し ん ご ん ど し ゃ

勧
かん

信記
じ ん き

 ２，２００，０００円 

   発注先 松朋堂 
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（２）施設修繕積立預金を使用した工事総額 １１１，９６３，５００円 

・令和７年度庭園改修工事 １１件 ３１，７４０，５００円 

  発注先 東急グリーンシステム 

・令和７年５月３１日  庭園燈籠名盤設置工事 １，２６５，０００円 

  発注先 東急グリーンシステム 

・令和７年８月２２日  空冷モジュールチラー定期整備 ３４，８２６，０００円 

 発注先 日本キヤリア 

・令和７年９月１日   本館トイレウォシュレット交換１１台 ３，６３０，０００円 

  発注先 東急プロパティマネジメント 

・令和７年９月１３日  古経楼露地、冨士見亭前庭改修工事 ８，２５０，０００円 

  発注先 岩城 

・令和７年１０月２日  庭園案内板サイン設置工事一式 １，９１４，０００円 

  発注先 東急グリーンシステム 

・令和８年１月２５日  別館屋上防水改修工事 ２８，７９８，０００円 

  発注先 清水建設 

・令和８年２月１５日  別館・見晴荘横ウォシュレット交換６台 １，５４０,０００円 

発注先 東急プロパティマネジメント 
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Ⅱ．主な事業活動 
公益目的事業① 五島美術館 

１. 展示事業 

１‐１. 入館者数 
＊単位は人 

 有料 無料 計 入園者 合計 開館日 一日平均 

1 ［館蔵］春の優品展 THE BEST 

〈令和 7 年 4 月 8 日［火］―5 月６日［火・振］〉 

 7,016 689 7,705 163 7,868 26 303 

2 ［館蔵］近代の日本画展   

〈5 月 13 日［火］―6 月 15 日［日］〉 

 6,546 424 6,970 169    7,139 30 238 

3 ［平安書道研究会900回記念特別展］極上の仮名―王朝貴族の教養と美意識― 

 〈6月24日［火］―8月3日［日］〉 

 11,474 2,360 13,834 58    13,892 36 386 

4 ［館蔵］秋の優品展 武士の雅遊  

〈9 月 2 日［火］―10 月 19 日［日］〉 

 5,979 737 6,716 100 6,816 42 162 

5 ［特別展］古染付と祥瑞―愛しの青―  

〈10 月 28 日［火］～12 月 7 日［日］〉 

 10,778 2,367 13,145 415 13,560 36 377 

6 ［館蔵］茶道具取合せ展 

〈12 月 16 日［火］～令和 8 年 2 月 11 日［水・祝］〉 

 6,311 852 7,163 153    7,316 41 178 

7 ［館蔵］中国の陶芸展 

 〈2 月 21 日［土］～3 月 29 日［日］〉 

 5,085 637 5,722 276    5,998 32 187 

合計 53,189 8,066 61,255    1,334 62,589 243 258 

 

１‐２. 展覧会関連行事（館蔵品展） 

（１）［館蔵］春の優品展 THE BEST 

開館 65 周年記念 展示作品人気投票（入館者を対象にして実施） 

館内に投票用パネルを設置し、学芸員が選ぶベスト 13 作品を中心に人気投票を行

った（投票数 2,240 票）。 

(２)［館蔵］秋の優品展 武士の雅遊（特集展示「蔦屋重三郎―江戸には江戸の風が吹く」 

・講演会＝10 月 4 日［土］ 鈴木俊幸氏（中央大学文学部教授） 

「蔦屋重三郎の仕掛」 ··························································································· 聴講者 93 名 
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１‐３. 展覧会関連行事（特別展） 

（１）［平安書道研究会 900 回記念特別展］極上の仮名―王朝貴族の教養と美意識― 

・主催＝公益財団法人五島美術館・一般社団法人書芸文化院・日本経済新聞社 

・後援＝公益社団法人全日本書道連盟 

・特別内覧会＝6 月 23 日［月］ ···········································································出席者 167 名 

・講演会＝7 月 13 日［日］ 島谷弘幸氏（独立行政法人国立文化財機構理事長・皇居三の丸尚蔵館長） 

「王朝貴族の教養と美意識」 ·············································································聴講者 164 名 

・講演会＝7 月 27 日［日］ 鈴木宏子氏（千葉大学教育学部教授） 

「『古今和歌集』の世界」 ····················································································聴講者 134 名 

（２）［特別展］古染付と祥瑞―愛しの青（blue）― 

・主催＝公益財団法人五島美術館・日本経済新聞社 

・協賛＝東急グループ 

・特別内覧会＝10 月 27 日［月］ ·········································································出席者 102 名 

・シンポジウム＝11 月 29 日［土］ （美の友会会員・東洋陶磁学会会員を対象にして実施） 

「古染付と祥瑞 研究の現状と課題」 ······························································· 参加者 67 名 

登壇者＝善田のぶ代氏（帝塚山考古学研究所・附属博物館特別研究員） 

堀内秀樹氏（東京大学教授） 

新井崇之氏（町田市立博物館学芸員） 

林克彦（五島美術館学芸部長） 

司会＝金沢陽氏（東洋文庫研究員） 

後援＝東洋陶磁学会 

 

２. 調査・研究・保存事業 

２‐１. 調査・研究 

・特別展等に際して、館外所蔵および収蔵作品を調査 

・展示設備をはじめとする館内設備の調査とデータ蓄積を継続 

・収蔵する図書を整理し、情報の入力を継続 

・以上の成果の一部について展覧会図録および研究紀要にて報告 

 

２‐２. 美術品の保存・補修 

（１）「小倉色紙 伝 藤原定家筆」1 幅の保存修理事業を実施 

修理費用（2 ヶ年計画の初年度令和 7 年度分） ······································· 2,486,997 円 

（２）経年劣化損傷していた以下 11 点の修理・制作 

①孔雀
く じ ゃ く

いちご錦
にしき

挽家袋
ひきやぶくろ

〈「重要美術品 唐物文琳茶入 銘 本能寺」付属〉 

②色替縞格子木綿外箱包裂
いろがわり しまこうし もめん そとばこつつみぎれ 

〈「青貝布袋
あ お が い ほ て い

香合
こ う ご う

」付属〉 
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③白地
し ろ じ  

小花
こ ば な

文
もん

西 欧
せいおう  

更紗
さ ら さ

〈「唐物
からもの

大海
だいかい

茶入
ちゃいれ

 銘 稲葉大海」付属〉 

④萌黄卍繋
もえぎ まんじつなぎ 

唐
から

花金刺繍仕覆
は な き ん し し ゅ う し ふ く

〈「白呉州台牛香合
し ろ ご す だ い う し こ う ご う

」付属〉 

⑤内箱包裂
うちばこ つつみぎれ

平
ひら

紐
ひも 

〈「小堀遠州作茶杓（共筒） 銘 清見関
きよみがせき

」付属〉 

⑥唐
と う

桟
ざん

縞内箱包裂
しまうちばこつつみぎれ

〈「柿
かき

の蔕
へた

茶碗 銘 青柿」付属〉 

⑦白木綿包裂
しろもめんつつみぎれ

〈「熊川
こもがい

茶碗
ちゃわん

 銘 千歳」付属〉 

⑧萌黄地牡丹唐草文綾裂
も え ぎ じ ぼ た ん か ら く さ も ん あ や ぎ れ

（中箱袋裏地）〈「重要美術品 伯庵茶碗 銘 朽木」付属〉 

⑨白茶地縮緬御物
ご も つ

袋〈「熊川茶碗 銘 千歳」付属〉 

⑩茶地
ち ゃ じ

平絹
へいけん 

真
ま

綿
わた

入
いれ

中込
なかごめ

「重要美術品 井戸茶碗 銘 美濃」付属〉 

⑪絹
きぬ

布団
ふ と ん

緩衝材
かんしょうざい

〈「古備前
こ び ぜ ん

矢
や

筈
はず

口
ぐち

水指
みずさし

」付属〉 

（３）収蔵庫の保存環境改善のため総合的な除塵防黴施工（IPM）を実施 

 

２‐３. 出版物 

・「極上の仮名 王朝貴族の教養と美意識」 

版型＝A4 判 

編集＝五島美術館／発行＝株式会社勉誠社 

発行日＝令和 7 年 6 月 24 日 

頁数＝208 頁（カラー176 頁、図版 126 件所収） 

・「古染付と祥瑞 愛しの青（blue）」 

版型＝B5 判変形 

企画・編集＝五島美術館／発行＝株式会社淡交社 

発行日＝令和 7 年 10 月 28 日 

頁数＝272 頁（カラー224 頁、図版 138 件所収） 

・「2025 年度 五島美術館 研究紀要」第 14 号 

編集＝五島美術館学芸部・大東急記念文庫学芸部 

発行＝公益財団法人五島美術館 

発行日＝令和 8 年 3 月 31 日 

 

２‐４. 美術品の他所への出品 

・「猿図
さ る ず

 僊可
せ ん か

筆・「布袋和尚」一行書 雪
せっ

村
そん

周
しゅう

継
けい

筆」／計 1 件 

茨城県立歴史館「雪村―常陸に生まれし遊歴の画僧―」 

（期間＝2 月 15 日～4 月 6 日） 

・「烏丸
からすまる

切
きれ

「たなはたの」 伝 藤原定頼
ふ じ わ ら さ だ よ り

筆」他／計 3 件 

MIHO MUSEUM「うつくしきかな―平安の美と王朝文化へのあこがれ」 

（期間＝3 月 15 日～6 月 8 日） 

・重要文化財「鼠志野茶碗 銘 峯
みねの

紅葉
も み じ

」／計 1 件 

岐阜県現代陶芸美術館「卒寿記念 人間国宝 鈴木藏
すずきおさむ

の志野展」 
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（期間＝3 月 29 日～6 月 1 日） 

・「月下
げ っ か

佳人
か じ ん

 上村松園筆」他／計 2 件 

大阪中之島美術館「生誕 150 年記念 上村松園」 

（期間＝3 月 29 日～6 月 1 日） 

・国宝「無
ぶ

準師範
しゅんしばん

墨跡 山門疏
さ ん も ん そ

」他／計 2 件 

大阪市立美術館「日本国宝展」 

（期間＝4 月 26 日～6 月 15 日） 

・重要美術品「神人
しんじん

車馬
し ゃ ば

画像
が ぞ う

鏡
きょう

」他／計 3 件 

泉屋博古館東京「死と再生の物語―中国古代の神話とデザイン」 

（期間＝6 月 7 日～7 月 27 日） 

・国宝「金銅
こ ん ど う

馬具類
ば ぐ る い

」／計 1 件 

九州国立博物館「九州の国宝 きゅーはくのたから」 

（期間＝7 月 5 日～8 月 31 日） 

・「唐物大海茶入 銘 稲葉大海」／計 1 件 

徳川美術館「開館 90 周年記念 令和 7 年度徳川茶会 黄金茶会」 

（期間＝10 月 12 日～11 月 3 日のうちの 9 日間） 

・「伊勢物語切 伝 藤原公任筆」／計 1 件 

根津美術館「在原業平生誕 1200 年記念 特別展 伊勢物語―美術が映す王朝と

恋のうた」 

（期間＝11 月 1 日～12 月 7 日） 

・国宝「源氏物語絵巻 鈴虫一・鈴虫二・夕霧・御法」／計 1 件 

徳川美術館「国宝 源氏物語絵巻」 

（期間＝11 月 15 日～12 月 7 日） 

・「耶蘇十二使徒板画屏風 棟方志功画」／計 1 件 

金沢 21 世紀美術館「ひと、能登、アート。」 

（期間＝12 月 13 日～令和 8 年 3 月 1 日） 

・「業平東下り図（伊勢物語富士山図） 尾形光琳筆」／計 1 件 

三井記念美術館「開館20周年特別展 生誕1200年 歌仙 在原業平と伊勢物語」 

（期間＝令和 8 年 2 月 21 日～4 月 5 日） 

計 18 件 12 ヶ所 

 

２‐５. 美術品の写真掲載・利用 

美術の教育普及の観点から、各種の美術図書やビデオ・テレビ番組などに、その内容

に検討を加えた上で、当館収蔵の美術品の撮影および写真掲載使用を許可 

100 件  のべ 150 点 
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３. 普及事業 

３‐１. 普及事業（当館主催） 

（１）ギャラリートーク（展示解説）―入館者を対象にして実施 

 計 18 回実施／聴講者数＝のべ 1,611 名 

※「平安書道研究会 900 回記念特別展 極上の仮名―王朝貴族の教養と美意識―」までは予約制とした。 

［館蔵］春の優品展 THE BEST 

・「五島美術館の名品 絵画と茶道具」 4 月 16 日［水］、23 日［水］ ······· 参加者 99 名 

・「源氏物語絵巻について」 4 月 30 日［水］、5 月 5 日［月・祝］ ···················· 計 264 名 

［館蔵］近代の日本画展 

・「宇野雪村―前衛書のパイオニア」 5 月 15 日［木］ ··············································· 47 名 

・「近代日本画の世界」 5 月 28 日［水］ ········································································ 91 名 

［平安書道研究会 900 回記念特別展］極上の仮名―王朝貴族の教養と美意識― 

・「極上の仮名展について」 7 月 17 日［木］ ····························································· 119 名 

［館蔵］秋の優品展 武士の雅遊 

・「蔦重版の黄表紙を読もう！」 9 月 11 日［木］·························································· 62 名 

・「蔦重版の洒落本を読もう！」 10 月 9 日［木］·························································· 61 名 

・「紫式部日記絵巻について」 10 月 15 日［木］、19 日［日］ ··························· 計 206 名 

［特別展］古染付と祥瑞―愛しの青（blue）― 

・「古染付・祥瑞の魅力」 11 月 6 日［木］、20 日［木］ ········································ 計 257 名 

［館蔵］茶道具取合せ展 

・「五島慶太と茶の湯」 12 月 23 日［火］ ······································································· 62 名 

・「茶道具取合せ展について」 令和 8 年 1 月 21 日［水］ ····································· 102 名 

・「茶の湯と名物裂」 1 月 27 日［火］ ··········································································· 138 名 

［館蔵］中国の陶芸展 

・「中国の陶芸展について」 2 月 25 日［水］ ···································································· 33 名 

・「はじめての中国陶磁」 3 月 25 日［水］ ········································································· 70 名 

（２）団体見学および団体説明会 

・［館蔵］春の優品展 THE BEST···································································· 計 2 団体・計 83 名 

・［館蔵］近代の日本画展 ············································································ 計 4 団体・計 75 名 

・［平安書道研究会 900 回記念特別展］極上の仮名―王朝貴族の教養と美意識― 

  ································································································································· 計 10 団体・計 202 名 

・［館蔵］秋の優品展 武士の雅遊 ·································································· 計 3 団体・計 46 名 

・［館蔵］茶道具取合せ展 ············································································ 計 2 団体・計 35 名 

 総計 21 団体・441 名 

（３）茶室特別公開―入館者を対象にして実施 

公開日＝5 月 22 日［木］、令和 8 年 2 月 5 日［木］ 
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公開を制限している登録有形文化財の茶室（古経楼・冨士見亭）を特別公開 

（４）特別閲覧 

美術館、博物館、大学等の研究者を対象として美術品の特別閲覧に対応 

・村松 洋介氏他（2 名：6 月 27 日） ································ 「胡
こ

銅大曾
ど う お お そ

呂
ろ

利
り

花生
はないけ

」他／計 2 件 

・落合 俊典氏他（3 名：7 月 1 日） 

 ···············重要文化財「十誦
じゅっじゅ

律
り つ

 第三誦
だいさんしょう

 巻
かん

第
だい

十七」（称
しょう

徳
と く

天皇
てんのう

勅願
ちょくがん

一切
いっさい

経
きょう

）／計 1 件 

・八木 春生氏他（2 名：7 月 15 日） ····················· 「雲
う ん

岡
こ う

石窟
せっくつ

 男子供養者像」他／計 2 件 

・松原 茂氏（1 名：7 月 25 日） ························· 「伊勢物語切 伝 藤原公任筆」／計 1 件 

・弓野隆之氏他（9 名：7 月 26 日） ················ 「秦刻
し ん こ く

石
せき

二種〈泰山
たいざん

・琅琊
ろ う や

台
たい

〉」他／計 18 件 

・樋
ひ

笠
がさ

 逸人
い つ と

氏他（2 名：9 月 10 日） ·························· 重要文化財「金峯山埋
き ん ぷ せ ん ま い

経
きょう

」／計 1 件 

・月村 紀乃
き の

氏（1 名：9 月 10 日） ······ 重要文化財「虚堂
き ど う

智
ち

愚
ぐ

墨跡
ぼくせき

 二首偈
に し ゅ の げ

」他／計 6 件 

・柳原 恵津子氏他（4 名：12 月 3 日） 

 ················································ 重要美術品「註
ちゅう

金
こ ん

光明
こうみょう

最勝
さいしょう

王
お う

経
きょう

断簡」（飯室
いいむろ

切
きれ

）／計 1 件 

・村瀬 陸
り く

氏（1 名：令和 8 年 2 月 1 日） ········································· 「鼉
だ

龍
りゅう

鏡
きょう

系
けい

」他／計 5 件 

・宮武 慶之（1 名：2 月 6 日） ····································· 「光悦黒楽茶碗 銘 七里」／計 1 件 

・行方敬太郎（1 名：2 月 10 日） 

 ······················································· 重要文化財「法華経 巻第五」（藤
と う

南家
な ん け

経
きょう

）他／計 2 件 

・安河内 幸絵氏（1 名：2 月 22 日） ········································ 「伊賀沓形小鉢」他／計 3 件 

・野呂 靖氏他（3 名：3 月 8 日） ·································· 「随意
ず い い

別
べつ

願文
がんもん

」天福二年写／計 1 件 

・小澤 佳憲氏（1 名：3 月 18 日） 

 ································ 重要美術品「画像
が ぞ う

鏡
きょう

 伝奈良県奈良市（旧帯解村
おびとけむら

）出土」／計 1 件 

・馬渕 一輝氏（1 名：3 月 25 日） ····················· 重要美術品「環状乳
かんじょうにゅう

神獣鏡」他／計 9 件 

 

３‐２. 美の友会（定員制度無し・入会した日より 1 年間有効） 

・会員数＝498 名 

・年会費＝4,000 円 

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能 

・特別展の講演会を無料で聴講可能 

・「美の友会月例美術講座」の開催（聴講無料、資料代 1 回につき 100 円） 

・陶芸講座の参加（年 3 回開催） 

・展覧会や催物の案内の郵送 

・提携する美術館の入館料割引 

（１）月例美術講座―美の友会会員を対象にして実施 

美の友会会員を対象に下記の講座を開催した。各回とも一貫したテーマに即した主

題を掲げ、五島美術館の収蔵品を中心にパワーポイントを使用してわかりやすい講

座を行なった 計 28 回実施  聴講者数 ［のべ］1,666 名 
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・古典籍鑑賞シリーズⅦ「蔦屋重三郎版の洒落本を読む」（全 3 回） 

担当＝大東急記念文庫学芸部 長田和也 

第 1 回 4 月 12 日［土］ 「『総
そう

籬
まがき

』―松葉屋の内幕を覗く」 ························· 聴講者 69 名 

第 2 回 6 月 14 日［土］ 「『客
きゃく

衆
しゅ

肝
きも

照子
か が み

』『傾
けい

城
せい

觽
けい

』―廓
くるわ

の人々を写す」 ·············· 46 名 

第 3 回 7 月 12 日［土］ 「『娼
しょう

妓
ぎ

絹
きぬ

籭
ぶるい

』『錦
にしき

之
の

裏
うら

』『
「

仕
し

懸
かけ

文
ぶん

庫
こ

』―寛政三年の三部作」 

    ······························································································· 51 名 

・特別展鑑賞シリーズⅥ「古染付と祥瑞展を楽しむために」（全 5 回） 

 担当＝五島美術館学芸部 林 克彦 

第 1 回 4 月 19 日［土］ 「原初の古染付 染付の茶碗」 ········································· 65 名 

第 2 回 5 月 17 日［土］ 「古染付① 桃山時代の器物とあこがれの染付」 ··············· 54 名 

第 3 回 7 月 19 日［土］ 「古染付② 文様を読む」 ·················································· 73 名 

第 4 回 9 月 20 日［土］ 「祥瑞 鮮やかな青の器」 ···················································· 75 名 

第 5 回 10 月 18 日［土］ 「古染付・祥瑞と伊万里 写し写され」 ···························· 77 名 

・絵画鑑賞シリーズⅩⅣ「絵巻の鑑賞―国宝 寝覚
ね ざ め

物語
ものがたり

絵巻
え ま き

」（全 3 回） 

担当＝五島美術館学芸部 下山來夏 

第 1 回 4 月 26 日［土］ 「作品紹介とあらすじ」 ····················································· 53 名 

第 2 回 5 月 24 日［土］ 「各場面の見どころ」 ························································ 51 名 

第 3 回 6 月 28 日［土］ 「装飾経との親近性」 ······················································· 44 名 

・染織鑑賞シリーズⅩⅤ「伝説・物語がつむぐ染織文化」（全 7 回） 

担当＝五島美術館学芸部 佐藤留実 

第 1 回 5 月 3 日［土］ 「神話と物語から始まる絹の歴史」 ··············· 61 名 

第 2 回 6 月 7 日［土］ 「マルコポーロが語る絹の都」 ························ 61 名 

第 3 回 7 月 5 日［土］ 「織姫星とオルフェウス」 ·································· 62 名 

第 4 回 8 月 2 日［土］ 「大航海時代―金銀島を探していたら」 ············· 58 名 

第 5 回 9 月 6 日［土］ 「オランダ東インド会社員は商いをしたい」 

    ··············································································· 51 名 

第 6 回  令和 8 年 2 月 7 日［土］ 「ウィリアムモリスと古渡り更紗」 ······················ 50 名 

第 7 回 3 月 7 日［土］ 「阿波・藍―ある藍の物語」 ································· 58 名 

・書跡鑑賞シリーズⅩⅧ「大手
お お て

鑑
かがみ

『筆陣毫戦
ひつじんごうせん

』の世界」（全 3 回） 

担当＝五島美術館学芸部 佐々木佑記 

第 1 回 9 月 13 日［土］ 「『手鑑』の基礎知識」 ······································ 62 名 

第 2 回 10 月 11 日［土］ 「江戸時代の古筆鑑定と『手鑑』」 ················· 57 名 

第 3 回  令和 8 年 1 月 10 日［土］ 「『筆陣毫戦』に貼られた書の名品」············· 64 名 

・古典籍鑑賞シリーズⅧ「あの作品を古典籍で」（全 4 回） 

担当＝大東急記念文庫学芸部 木村孝太 

第 1 回 12 月 20 日［土］ 「『伊勢物語』―現存最古の歌物語」·················· 69 名 
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第 2 回 令和 8 年 1 月 17 日［土］ 「『平家物語』―「無常」を描く軍記物語」 ············ 55 名 

第 3 回  2 月 21 日［土］ 「『徒然草』―歴史史料的側面をもつ随筆」 ········ 67 名 

第 4 回  3 月 21 日［土］ 「『新古今和歌集』―八番目の勅撰集」 ············ 68 名 

・考古学鑑賞シリーズⅣ「考古学からみた日本やきもの史②」（全 3 回） 

担当＝五島美術館学芸部 林 克彦 

第 1 回 令和 8 年 1 月 24 日［土］ 「奈良三彩 唐物へのあこがれ」 ························ 55 名 

第 2 回  2 月 28 日［土］ 「かわらけ 土器を継ぐもの」 ······························· 48 名 

第 3 回  3 月 28 日［土］ 「六古窯
こ よ う

 中世に花開いたやきもの」 ·················· 62 名 

（２）陶芸講座 

美の友会会員を対象に第二講堂において開催。当日、参加者は成形から絵付けまで

行い（一日教室）、岐阜県可児市の弘法窯の陶房に輸送、焼成（完成品は集会室にて手渡

し）。弘法窯スタッフによる指導 

第 1 回 5 月 31 日、6 月 1 日「電気炉による焼成」 ································ 参加者計 27 名 

第 2 回 9 月 27 日、28 日「志野焼・越前風自然釉焼締陶器」 ························· 計 32 名 

第 3 回 令和 8 年 1 月 31 日、2 月 1 日「電気炉による焼成」 ··························· 計 26 名 

 総計 85 名 

 

３‐３. 茶の友会（定員制度・毎年度 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで有効） 

・会員数＝950 名 

・年会費＝6,000 円 

・茶会は年 2 回開催(1 回につき実費 13,000 円）。茶会の美術品について学芸員が

解説 

・展覧会（特別展を含む）を何度でも鑑賞可能 

・特別展の講演会を無料で聴講可能 

・展覧会や催物の案内の郵送 

・「美の友会月例美術講座」を聴講可能（聴講料・資料代 1 回につき 600 円） 

（１）「茶の友会」秋季茶会 

11 月 13 日、14 日、15 日、16 日 ····································································· 参加者計 523 名 

（２）「茶の友会」春季茶会 

令和 8 年 3 月 12 日、13 日、14 日、15 日 ······························································ 参加者計 552 名 

 総計 1,075 名 

 

４. その他 

４-１. 外部との連携について 

（１）地域における連携 

① 上野毛商和会、町会 
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・上野毛稲荷神社例大祭(１０月１２日）への参加 

・上野毛商和会スタンプラリーへの参画 

・今後のまちづくりの意見交換 

② 世田谷区 

 ・世田谷まちなか観光交流協会への参加 

 ・世田谷区「世田谷アート×カフェスタンプラリー」への参画 

・世田谷区「せたがや Pay スタンプラリー」への参画 

・世田谷区「せたがやウォーキングスタンプラリー」への参画 

（２）美術館・関連団体との連携 

① 長野県青木村「五島慶太未来創造館」との連携 

・当館が収蔵する「五島慶太翁肖像画」（弦
つ る

田
た

英太郎作）を、五島慶太翁の生誕

地である長野県小県郡青木村に無償貸与し、館内において展示 

・未来創造館で販売するお土産として、当館オリジナル商品を提供 

② 「ぐるっとパス２０２５」への参加 

東京都歴史文化財団の提唱による委員会に参加、共通利用券を発行 

・都内近郊１０２の国、公、私立美術館・ 博物館で利用可 

・２か月間有効２,５００円、美術館窓口などで販売 

・当館の利用実績 ６，１３８人 

③ 三井記念美術館、根津美術館との「三館合同キャンペーン」  

・「秋の三館 美をめぐる」として他館の入館券の半券提示で割引 

割引対象者                                               ３５人 

・全館訪問で 1 展覧会に招待 

三館達成招待者数 ４８人 

④ 世田谷美術館 

近隣美術館としての連携 

・世田谷美術館との相互割引を実施 

⑤泉屋博古館東京 

   ・期間限定で相互割引を実施 

（３）学校との連携 

①共立女子大学 

・文化財保護・保存を推進し、学術研究機能の向上と人材の育成に寄与すること

を目的として、同大大学院家政学研究科被服学専攻と連携事業を実施 

・「紅板締め型板」（一組）の保存包みの新規作成検討・制作を実施 

②東京都市大学 

・教職員およびその家族、令和８年度東京都市大学新入学生向けに美術館招待



13 
 

券の配布 

・大学国際部作成の海外賓客への贈答品における、美術館コレクションからのコ

ンテンツ選定およびその制作を支援 

③多摩美術大学 

美術交流、文化・芸術による地域づくり等を目的とした包括連携協定を締結 

④青山学院大学 

博物館実習の非常勤講師として派遣 

⑤鶴見大学 

書道史の非常勤講師として派遣 

⑥慶應義塾大学 

博物館学実習の非常勤講師として派遣 

⑦東京学芸大学附属高等学校 

公共の社会見学実習の事前指導の講師として派遣 

（４）東急グループとの連携 

① 特別鑑賞会「東急グループ感謝のつどい」 

４月２１日 特別展示、茶室公開他              参加者 ２８１名 

② 「東急ロイヤルクラブ」との連携 

・特別展 古染付と祥瑞 ―愛しの青― 特別貸切鑑賞会 

 １１月２１日 参加者 ２９名 

・「美の友会月例美術講座」の体験参加 

  ３月２２日 参加者 ９０名 

③ 東急㈱株主通信「美とき」 

・株主向け優待料金  入館者 １７４名 

・文化体験イベント(観覧と呈茶体験) １月２１日 参加者 ２３名 

④ とうきゅうキッズプログラム「学芸員さんになって、美術館の展示を体験しよう！」 

 １２月２1 日 参加者 ３組６名 

⑤ Bunkamura とのタイアップ企画 

・特設サイト「渋アート」への掲載協力 

・当美術館前売り券、当日入館券の販売、普及企画のチケット販売 

・Bunkamura 利用顧客および My Bunkamura 登録会員へのサービス提供 

 

４-２. 外部団体との協力関係 

（1）公益財団法人日本博物館協会 

・監事として派遣 

・「博物館研究」編集委員として派遣 

（２） 公益財団法人東京オペラシティ文化財団に評議員として派遣                          
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（３） 公益財団法人小堀遠州顕彰会に理事として派遣                 

（４）公益財団法人乃村文化財団に選考委員として派遣 

（５）光村図書出版に高等学校教科用図書「書道」編集委員として派遣 

（６）新潟県に県文化財保護審議会委員として派遣 

（７）東京国立博物館に同館価格評価員として派遣 

（８）京都国立博物館に同館買取(・寄贈)評価員として派遣 

（９)皇居三の丸尚蔵館に同館価格評価員として派遣 

(１０)文化庁「皇居三の丸尚蔵館収蔵文化財（典跡・典籍、古文書）保存修理事業」審

査委員会委員として派遣 

（１１）長崎県に信仰用具調査事業調査員として派遣 

 

４‐３. 学会・研究会 

（１）茶の湯文化学会の例会、神奈川大学アジア研究センターにおいて研究成果を発

表 

（２）美術史学会、東洋陶磁学会、全国大学書道学会、書学書道史学会（以上大会・

例会および研究会）に出席 

（３）源氏絵データベース研究会、茶書研究会、茶の湯勉強会、書芸術研究会、関西

書画コレクション研究会に参加 
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公益目的事業②  大東急記念文庫 

 

１. 閲覧・展示事業 

１‐１. 図書閲覧 

（１）個人閲覧 

月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３ 計 

開館日数 20 23 19 27 3 25 21 26 15 23 16 25 243 日 

閲覧者数 20 6 4 4 0 5 9 5 6 7 4 4 74 名 

閲
覧
図
書 

国 書 14 1 9 6 0 3 19 10 1 6 0 4 75 点 

漢 籍 0 1 4 3 0 0 0 1 0 0 0 6 9 点 

仏 書 21 0 9 0 0 2 4 7 12 4 5 0 65 点 

その他 3 6 1 0 0 1 1 0 1 1 1 1 16 点 

計 38 8 23 9 0 6 24 18 14 11 6 8 165 点 

 

（２）団体閲覧 

・10 月 18 日 慶應義塾大学大学院生ほか（50 点／於集会室） ······························ 15 名 

 

１‐２. 展示 

（１）五島美術館への出陳 

・［館蔵］春の優品展 THE BEST 

重要文化財「紫紙
し し

金字
き ん じ

華厳経
け ご ん き ょ う

 巻第六十一」・重要文化財「手鑑」・重要文化財

「因明論疏
いんみょうろんしょ

」他／計 23 件 

・［館蔵］秋の優品展 武士の雅遊 

国宝「六祖挟担図
ろ く そ き ょ う た ん ず

」・重要文化財「平家物語 延慶本
えんぎょうほん

」・重要文化財「無学
む が く

祖元
そ げ ん

墨跡
ぼくせき

 開長楽和尚嗣法書
ちょうらくおしょうしほうをひらくしょ

上堂語
じ ょ う ど う ご

」他／計 22 件 

特集展示「蔦屋重三郎―江戸には江戸の風が吹く」（展示室２） 

「吉原細見」・「御存
ごそんじの

商売物
しょうばいもの

」・「此奴
こ い つ

和日本
わ に っ ぽ ん

」他／計 35 件 

・［館蔵］茶道具取合せ展 

「豊臣秀吉消息 お祢
ね

宛」・「武野
た け の

宗瓦
そ う が

消息」・「茶室起
おこし

絵図
え ず

」／計 3 件 

計 83 件 

（２）展示関連活動 

特集展示「蔦屋重三郎―江戸には江戸の風が吹く」（「館蔵 秋の優品展 武士の雅遊」期間） 

・連携展示企画「五館連携 蔦重手引草」 

太田記念美術館・大東急記念文庫・印刷博物館・たばこと塩の博物館・国文学研究

資料館の五館が連携し、蔦屋重三郎関連の展示を行った。また、各館にて開催期
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間中、入場者先着 2,000 名に漫画家・一ノ関
い ち の せ き

圭
けい

氏描き下ろし特製カードを配布する

プレゼントキャンペーンを実施 

・オリジナルグッズの作成 

展覧会の開催に合わせ、蔦屋重三郎出版の書物を素材にしたオリジナルグッズ「ポ

チ袋」（5 枚セット）と「マスキングテープ」（2 種）を作成、販売 

・広報活動の一環として『美術の窓』2025 年 9 月号（生活の友社）に国宝「六祖挟担図
ろ く そ き ょ う た ん ず

」

の解説を寄稿 

（３）他美術館等への貸出」 

・重要文化財「寒山図」／計 1 件 

大阪中之島美術館「日本美術の鉱脈展 未来の国宝を探せ！」 

（期間＝6 月 21 日～8 月 31 日） 

・「吉原
よ し わ ら

大通
だいつう

絵
え

」「新吉原細見」「江戸生
え ど う ま れ

艶気
う わ き の

樺
かば

焼
やき

」「心学旹計
し ん が く と け い

草
ぐ さ

」／計 4 件 

MOA 美術館「蔦重の眼 歌麿・写楽と浮世絵黄金時代」 

（期間＝7 月 25 日～9 月 9 日） 

・「伊勢物語 嵯峨本」「仁勢
に せ

物語
ものがたり

」／計 2 点 

三井記念美術館「開館20周年特別展 生誕1200年 歌仙 在原業平と伊勢物語」 

（期間＝令和 8 年 2 月 21 日～4 月 5 日） 

計 7 件 3 ヶ所 

 

２. 調査・研究・保存事業 

２‐１. 図書調査 

『かがみ』第 56 号掲載の資料紹介執筆のため西尾市岩瀬文庫にて古典籍調査を実

施 

 

２‐２. 図書収集 

（１）閲覧参考資料 

「人物叢書」等を継続購入中 

（２）古典籍参考資料 

収蔵品の重要文化財『
「

光明真言
こうみょうしんごん

土沙
ど し ゃ

勧
かん

信記
し ん き

』（鎌倉時代写、2 巻）の、新出の関連

資料（断簡）を購入した。 

 

２‐３. 研究発表 

（１）専門家の協力を仰ぎながら機関誌『かがみ』第 56 号を編集、発行 

（２）軍記・語り物研究会シンポジウムに登壇 

（３）第 5 回古籍原本調査研究会にて発表 
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２‐４. 図書保存 

（１）収蔵庫内の参考書誌、図書資料等と和古書との分離収納作業を実施 

（２）収蔵資料の保存状態を調査し、修理・補修リストに記載 

（３）庫内に適度の防虫剤を施した。防塵、除湿、防災には万全を期し、予防策として

除塵防黴施工（IPM＝総合的有害生物管理）を実施 

（４）不慮の災害に備え、写真撮影による副本作りを行なった。令和７年度は、国宝「史

記」「大般若波羅蜜多経」等を撮影 

 

２‐５. 図書修理 

「選択本願念仏集」および「元田
も と だ

家文書」のうち「草場
く さ ば

佩川
はいせん

七言
しちごん

詩
し

」「海岳暾暉之図
か い が く と ん き の ず  

（十市
と お ち

王
お う

洋画
よ う が

）」の修理事業を実施 

 

２‐６. 出版物の編集・刊行・頒布・委託出版（主なもの） 

（１） 頒布 

・機関誌『かがみ』第 56 号 

・「典籍逍遥―大東急記念文庫の名品」 

・「狩谷棭
え き

斎
さい

と経籍訪
けいせきほう

古志
こ し

―大東急記念文庫所蔵の漢籍から」 

・「蔦屋重三郎と洒落本出版」 

・公開講座講演録 

（２）委託販売 

・大東急記念文庫善本叢刊中古・中世篇（汲古書院） 

・大東急記念文庫善本叢刊近世篇（全 18 巻別巻 1 巻）（汲古書院） 

・大東急記念文庫所蔵『芥子
か い し

園画伝
え ん が で ん

』初集・二集・三集（勉誠出版） 

 

３. 普及 

３-1. 出版物受贈（主なもの） 

・「皇室制度史料 儀制
ぎ せ い

 大嘗祭二」（宮内庁書陵部） 

・「岩崎文庫貴重書書誌解題
かいだい

Ⅺ」（東洋文庫） 

・「唐
と う

写本説文木部残巻
し ゃ ほ ん せ つ も ん も く ぶ ざ ん か ん

」（杏雨
き ょ う う

書屋
し ょ お く

） 

 

３-２. 図書資料撮影、掲載、出版、翻印等許可 

（１）各種団体 

茅ヶ崎市教育委員会、山口市教育委員会等 

（２）出版社等 

阿部出版株式会社、集英社インターナショナル、正進社、吉川弘文館等 

（３）個人 
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研究者等１名 

 

４. 連携活動など 

４‐１. 国等各種公共機関・団体への協力と職員の派遣 

（１）武蔵野大学に非常勤講師として派遣 

（２）人間文化研究機構研究会に基幹研究プロジェクト連携研究員として２名派遣 

（３）国文学研究資料館 

・共同研究員として派遣 

・「碧洋
へ き よ う

臼田甚五郎のまなざし―和歌・物語・歌謡―」の展示作業参加 

・同展示リーフレットに執筆分担者として参加 

（４）国文学研究資料館共同研究 

・研究代表者として派遣 

・共同研究会に参加 

（５）国文学研究資料館の地域資料専門部会委員として文献資料調査に参加 

（６）西尾市岩瀬文庫「令和７年度にしお本まつり」講演会講師として派遣 

 

４‐２. その他外部との連携 

（１）外部執筆活動 

・五館連携企画 「蔦重手引草」の特集号『書物学 29 蔦屋重三郎と日本の出版文

化』（勉誠社）に執筆者として参加 

・『江戸の戯作絵本 4』（筑摩書房）に編著者として参加 

・『百人一首リサーチ』（文学通信）の執筆分担者として参加 

以 上 
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貸借対照表 
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財産目録 
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予算対比正味財産増減計算書 
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予算対比正味財産増減計算書 
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正味財産増減計算書 
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正味財産増減計算書内訳表 
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2 区分 
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財務諸表に対する注記 
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附属明細書 
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監査報告書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


